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ガザでは毎日１０分に１人の割合で罪のない子どもが亡くなっ

ています。一日も早い停戦が求められます。

１月７日、あいこうか市民ホールで行われた「２０歳のつどい」

参加の若者に「平和を守ろう」「ガザの子どもを救おう」とビラ配

布と募金活動が甲賀市平和委員会の主催で取り組まれ、日本共産党

の山岡光広・岡田重美・西山実の３市議が参加しました。また、立

憲民主党の福井進市議も参加しました。

能登半島地震の募金も同時に訴えましたが、若者が次々に募金に

応じてくれる姿も見られました。

日本共産党甲賀市議員団は４日、市内を回り新

春宣伝を行いました。

能登半島地震への救済支援、イスラエルやロシ

アによる攻撃の中止、自民党の裏金問題の徹底追

及など訴えました。また、今年予想されている総

選挙と１０月の市議補選での躍進をめざして奮

闘する決意を述べました。


